
11
月
5
日
析

絵
本
「
や
ま
の
な
か
ま
に
な
か

ま
い
り
」
他

11
月
12
日
析

絵
本
「
ね
え
ね
え
あ
そ
ん
で
」
他

11
月
26
日
析

絵
本
「
も
り
で
い
ち
ば
ん
つ
よ

い
の
は
？
」
他

時
間
＝
午
後
2
時
〜

場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

11
月
18
日
昔

絵
本
「
お
お
き
な
た
ま
ご
」
他

時
間
＝
午
前
10
時
〜

場
所
＝
ゆ
う
き
が
丘
集
会
所

※
協
力
・
お
は
な
し
虹
の
会
・

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

11
月
19
日
析

工
作
「
と
び
だ
す
！
　
お
し
ょ

う
が
つ
カ
ー
ド
」

絵
本
「
な
が
い
い
ぬ
の
か
い
か
た
」
他

時
間
＝
午
後
2
時
〜

場
所
＝
2
階
視
聴
覚
室

※
工
作
会
は
申
し
込
み
を
し
て
く
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お
は
な
し
ひ
ろ
ば

工
作
会

 日 月 火 水 木 金 土 

      1 2 3 

 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28 29 30 31

12
月 

 日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30

11
月 

図書館カレンダー （●印は休館日） 

開館時間＝（火）～（金）午前9時30分～午後6時 
　　　　　（土）・（日）午前9時30分～午後5時  

沢
田
と
し
き
（
教
育
画
劇
）

「
く
る
く
る
く
る
」

桑
原
伸
之
（
あ
す
な
ろ
書
房
）

他
37
冊

一
日
司
書

日
時
＝
12
月
25
日
隻

午
前
10
時
〜

対
象
＝
町
内
の
小
学
生

申
込
＝
11
月
15
日
惜
〜
12
月
15
日
斥

の
図
書
館
開
館
日
で
先
着
20
名

日
時
＝
12
月
24
日
析
　

午
前
9
時
30
分
〜

対
象
＝
町
内
の
小
学
生
3
年
生
以
上

申
込
＝
随
時
で
先
着
20
名

11
月
5
日
析

「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
　
日

中
・
太
平
洋
戦
争
」
〜
満
州
事

変
　
関
東
軍
独
走
す
〜

11
月
26
日
析

「
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
」

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
原
作
を

映
画
化
し
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
作
！

場
所
＝
2
階
視
聴
覚
室

時
間
＝
午
後
2
時
か
ら

※
入
場
無
料

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部
屋
」

日
時
＝
1
月
5
日
斥
　
午
後
2
時
〜

場
所
＝
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

※
入
場
無
料
、
申
込
は
い
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は

図
書
館
ま
で
牲
○56
7
8
2
5

だ
さ
い
。材
料
費
は
無
料
で
す
。

※
協
力
・
上
三
川
高
校
福
祉

部
・
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
一
般
書
）

「
私
の
聖
書
も
の
が
た
り
」

阿
刀
田
高
（
集
英
社
）

「
秋
冬
の
こ
ど
も
服
」

（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

「
タ
ー
シ
ャ
の
庭
」

タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー

（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

「
憑
神
」

浅
田
次
郎
（
新
潮
社
）

他
78
冊

（
児
童
書
）

「
ゆ
め
み
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
」

阿
部
夏
丸
（
佼
成
出
版
社
）

「
シ
ャ
カ
」

油
野
誠
一
（
福
音
館
書
店
）

「
三
人
だ
け
の
山
村
留
学
」

中
山
聖
子
（
学
研
）

他
32
冊

（
絵
本
）

「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
き
た
て
が
み
」

た
ん
の
ゆ
き
こ
（
福
音
館
書
店
）

「
ち
き
ゅ
う
の
う
え
で
」

新
着
図
書
案
内

冬
休
み
の
行
事

牲 ○56 7 8 2 5
■性 ○56 7 8 2 6

〒329─0611
上三川町大字上三川

5040

●ホームページアドレス●
http://www.dango.ne.jp/kmnlib

名
作
劇
場

あ
ら
い
博
士
の
お
も
し
ろ
実
験
教
室

子
ど
も
映
画
会羊飼い少年ネフィは幻と言わ

れる“青いチューリップ”の球
根をオスマン帝国のスルタン
（王様）に献上しようとイスタン
ブールにでてきますが、かなわ
ず、植物学者のアーデム教授と
ともに咲かせようとします。や
っとの思いで咲かせた花を見た
教授は「ひらいた瞬間、背筋が
ぞっくとしたよ。なんという青だ。美しい、だが寒
気のする青だ。この青に狂う者がでるだろう」と。
トルコ人の故郷、中央アジアで生まれたチューリ
ップは西へと移動し、盛んに交配され17世紀のオラ
ンダではチューリップ・バブルが起こります。そん
な欲望にとりつかれた人々のあいだでは幻の花“青
いチューリップ”のうわさが流れたそうです。この
本もそんな話を背景に生まれたのかもしれません。

おすすめの一冊

「青いチューリップ」 新藤悦子作

2004年　講談社　小学高学年から


